
中学生向け数学               中学校      学年 氏名             

（問題先頭の丸文字は問題を解ける学年を示し各学年で学ぶ項目は全てその学年に含ます。） 

（問題が Ｇ：良い、Ａ：基本、Ｄ：代表的、Ｓ：新規性、Ｈ：高水準、Ｆ：標準的） 

★（４０点必須）、★★（６０点必須）★★★（７５点必須） 

★★２９６ｇ０３０１２２１８３ｓ    難易度３ 

右の図は、△ＡＢＣの辺ＡＢ，ＢＣ， 

ＣＡをそれぞれ１辺とする 

正三角形ＢＡＤ、ＢＣＥ、ＡＣＦを 

かいたものである。このとき、 

四角形ＡＦＥＤは平行四辺形で 

あることを証明せよ。 
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問題の解き方と復習のポイント 

ポイント＝平行四辺形の条件？ 

平行四辺形の条件＝２組の対辺が平行である、２組の対辺の長さが等しい、 

１組の対辺の長さが等しく平行、対角線が互いに二等分する、２つの対角が等しい、 

△ＡＢＣ、△ＤＢＥ，△ＦＥＣにおいて 

ＡＢ＝ＤＢ・・・・①、ＢＣ＝ＢＥ・・・・・②（それぞれ正三角形の１辺） 

∠ＡＢＣ＋∠ＥＢＦ＝６０°＝∠ＤＢＥ＋∠ＥＢＦ 

から∠ＡＢＣ＝∠ＤＢＥ・・・・・③ 

①、②、③から２辺とその間の角が等しいので△ＡＢＣ≡△ＤＢＥ 

同様にＡＣ＝ＦＣ・・・・④、ＢＣ＝ＥＣ・・・・・⑤（それぞれ正三角形の１辺） 

∠ＡＣＢ＋∠ＥＣＡ＝６０°＝∠ＦＣＥ＋∠ＥＣＡ 

∠ＡＣＢ＝∠ＦＣＥ・・・・⑥ 

④、⑤、⑥から２辺とその間の角が等しいので△ＡＢＣ≡△ＦＣＥ 

ＢＤ＝ＡＤ（それぞれが正三角形の１辺） 

ＢＤ＝ＥＦから 

ＡＤ＝ＥＦ・・・・⑦ 

同じように 

合同におけるＤＥ＝ＡＣ（対応する辺） 

ＡＣ＝ＡＦ（それぞれが正三角形の１辺） 

ＤＥ＝ＡＦ・・・・⑧ 

⑦、⑧から２組の対辺の長さがそれぞれひとしいので 

四角形ＡＦＥＤは平行四辺形である。 


